
災害が発生したら…②
応援します荒砥高校生④
白鷹町産業フェア2011⑤
平成22年度決算　一般会計⑥・介護保険⑧
平成24年度保育園児を募集します⑩
10月から子ども手当が変わります⑲

☎

　　　決まった！　　―　よつば保育園　―
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災
害
が
発
生
し
た
ら
…

東
日
本
大
震
災
発
生
後
の
町
の
対
応

　

大
地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど
不
足
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
混
乱
し
て

冷
静
な
判
断
が
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
町
や
消
防
な
ど
か
ら
正
し
い

情
報
を
入
手
し
、
適
切
に
行
動
す
る
こ
と
が
、
被
害
の
軽
減
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

今
後
町
で
は
、
警
戒
を
呼
び
掛
け
る
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
を
発
令

す
る
な
ど
、
状
況
に
応
じ
た
情
報
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
達
手
段
を
活
用

し
て
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
町
の
災
害
対
策
や
、地
域
が
主
体

と
な
る
「
自
主
防
災
組
織
」の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
の
災
害
対
策

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ
り
、

停
電
な
ど
私
た
ち
の
日
常
生
活
に

多
大
な
影
響
が
生
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
教
訓
を
生
か
し
、
町
で
は

次
の
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

①
衛
星
携
帯
電
話
を
２
台
購
入
し
、

　

役
場
と
消
防
白
鷹
分
署
へ
配
備

　

し
ま
し
た
。（
※
１
）

②
広
報
車
を
１
台
購
入
し
、
２
台

　

で
災
害
時
の
伝
達
を
行
い
ま
す
。

③
停
電
時
で
も
電
話
及
び
町
民
課

　

と
税
務
出
納
課
の
業
務
を
行
え

　

る
よ
う
役
場
庁
舎
に
非
常
用
発

　

電
機
を
設
置
し
ま
し
た
。

④
緊
急
時
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
無
料

　

サ
ー
ビ
ス
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
で

　

携
帯
電
話
へ
災
害
情
報
を
配
信

　

し
ま
す
。（
※
２
）

エ
リ
ア
メ
ー
ル
と
は
（
※
２
）

　

町
内
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携
帯

に
対
し
て
、
避
難
勧
告
や
指
示
、

洪
水
・
土
砂
な
ど
の
警
戒
区
域
情

報
を
一
斉
に
配
信
す
る
も
の
で
す
。

　

登
録
は
不
要
で
、
無
料
で
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
一
部
古

い
機
種
は
受
信
で
き
ま
せ
ん
）

※
町
で
は
、
９
月
15
日
か
ら
配
信

　

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
配
信
範
囲　

町
内
全
域

◆
配
信
情
報　

緊
急
性
の
高
い
災

害
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
10
月
16
日
に
実
施
さ
れ
る
防
災

　

訓
練
の
際
に
、
訓
練
と
し
て
一

　

斉
配
信
し
ま
す
。

（
午
前
９
時
ご
ろ
）

◆
対
応
機
種　

２
０
０
７
年
秋
冬

モ
デ
ル
以
降

◆
受
信
設
定　

対
応
機
種
の
一
部

で
は
設
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
携
帯
電
話
購
入
店

　

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

☎
☎

衛
星
携
帯
電
話
と
は
（
※
１
）

　

衛
星
携
帯
電
話
は
、
地
上
ア
ン

テ
ナ
を
介
す
る
一
般
の
携
帯
電
話

と
は
違
い
、
人
工
衛
生
を
介
し
て

通
話
す
る
仕
組
み
で
す
。
地
震
な

ど
の
大
災
害
が
発
生
す
る
と
、
通

常
の
電
話
回
線
は
多
く
の
通
話
が

殺
到
し
て
つ
な
が
り
に
く
く
な
り

ま
す
が
、
衛
生
携
帯
電
話
は
発
信

規
制
に
影
響
さ
れ
ず
、
地
上
基
地

局
（
ア
ン
テ
ナ
）
が
倒
壊
し
た
場

合
で
も
緊
急
電
話
と
し
て
利
用
で

き
る
も
の
で
す
。

平成19年豪雨により増水した最上川（平成19年６月29日撮影）
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◆
置
賜
で
唯
一
全
地
区
に
組
織
化

　

町
で
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が

「
自
ら
の
命
は
自
ら
守
る
」
そ
し

て
、「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
守
る
」

と
い
う
考
え
方
に
た
っ
て
、
町
内

全
26
区
で
自
主
防
災
組
織
が
結
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

白
鷹
町
は
、
置
賜
地
域
で
唯
一
、

組
織
整
備
率
１
０
０
㌫
を
達
成
し

て
い
ま
す
。

　

普
段
の
活
動
は
、
災
害
発
生
の

未
然
防
止
の
た
め
の
活
動
と
し
て

地
域
の
巡
回
・
避
難
場
所
等
の
把

握
や
機
材
・
備
蓄
品
の
管
理
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に
お

い
て
も
、
介
護
が
必
要
な
人
の
避

難
誘
導
や
安
否
確
認
・
避
難
所
の

開
設
な
ど
地
域
住
民
同
士
と
い
う

利
点
を
生
か
し
た
活
動
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

自
主
防
災
組
織

町内自主防災組織の取り組み

▼菖蒲自主防災会
　平成22年度、災害時に地区内の被害を最小限
に抑え、組織的・効率的な防災活動を行う目的で
設立されました。昨年の主な活動としては、消防
白鷹分署の指導のもと、地元住民など約30人が
参加し消火栓の使用講習を実施しています。
　また、東日本大震災をうけ、発電機・投光機・
炊き出し用の大がま・土のう袋などを菖蒲公民館
に整備されました。　

▼山口自主防災会
　平成20年度に発足し、以後毎年地区住民を対
象に普通救命講習会を実施しています。
　また、地区内にある陽光学園やはっぴーデイサ
ービスと協力体制を整えているほか、各分館に避
難所を示す看板を作成・設置し、住民意識の向上
につなげています。今後は、非常食の備蓄のほ
か、危険個所のマップづくりなどに力を入れてい
くことが計画されています。

　

災
害
対
策
基
本
法
に
お
い
て
規

程
さ
れ
て
い
る
、
地
域
住
民
（
区

単
位
な
ど
）
に
よ
る
任
意
の
防
災

組
織
で
す
。

避
難
警
告
の
伝
達
と
呼
び
か
け

　

気
象
情
報
、
大
雨
・
洪
水
予
警
報
（
注
意
報
・
警

報
）
と
、
避
難
準
備
・
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
は
、
左

の
図
の
よ
う
な
経
路
で
町
民
の
み
な
さ
ん
に
伝
達
さ
れ

ま
す
。

写真で見る自主防災組織の活動

炊
き
出
し
訓
練
（
十
王
）

普
通
救
命
講
習
（
山
口
）

※
そ
の
他
、
洪
水
・
土
砂
災
害
の
避
難
地
図
な
ど
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
防
災
管
財
係
（
☎
85

－

６
１
２
２
）
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■問い合わせ　荒砥高校をサポートする会（事務局／総務課企画調整係☎85－6123）

　町では、荒砥高校の存続と発展を願い、荒砥高校に入学して学ぶ生徒の皆さんを応援する
ため「荒砥高校をサポートする会」を設立し、町を挙げて支援しています。

　町では、「笑顔かがやき 心かよう 美しいまち」をめざしています。次代を担う高校生には充実した高校生活を送
り、めざす進路を実現してほしいと願っています。そのために、荒砥高等学校に入学される皆さんを応援します。

　平成24年度新入学のみなさんに、入学時に必要となる制服・運動靴などの購入費用や通学に係る費用の一部を支
援します。

　白鷹町社会福祉協議会でホームヘルパー養成研修を実施することになりました。
この研修を受講するとホームヘルパー２級資格が取得できます。

◇荒砥高校は…
　昭和23年創立、白鷹町唯一の県立高校です。生徒たちのさまざまな進
路希望に応えるため、コース制による学習が進められています。
　また、ボランティアや職場体験、地域行事への積極的な参加など、地域
とのつながりがたいへん強い学校です。これまで、多くのすぐれた先輩が
巣立ち、地元に残って頑張っています。

◇西置賜地区の県立高校再編計画
　県教育委員会では、県立高校再編計画を公表し、荒砥高校は、平成25年
度入学生から総合学科高校に改編（学校名・校舎は存続）されます。
　また、長井工業高校との間でキャンパス制が導入され、授業や部活動な
ど幅広い面での連携・交流が図られます。

【上】施設などでのボランティア
【下】町の PR（CM大賞作品づくり）

荒砥高校の地域貢献活動
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■
テ
ー
マ　

「
農
工
商
観
の
連
携
を
深
め
る
」

■
い
つ　
　

11
月
３
日（
木
・
祝
）
〜
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
ど
こ
で　

白
鷹
町
産
業
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
白
鷹
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
前
（
６
日
の
み
）

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
１
実
行
委
員
会

　

（
白
鷹
町
商
工
会
内
☎
85

－

０
０
５
５
）

※
11
月
６
日
は
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
会
場
か
ら

　

産
業
セ
ン
タ
ー
会
場
を
つ
な
ぐ
レ
ト
ロ
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　

白
鷹
町
の
農
林
業
・
工
業
・
商
業
・
観
光
業
な
ど
、
町
内
産
業

を
再
認
識
し
、
さ
ら
に
そ
の
良
さ
を
町
内
外
に
情
報
発
信
す
る
と

と
も
に
、
産
業
間
の
連
携
を
強
め
発
展
を
図
る
た
め
の
機
会
と
し

て
「
白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
１
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

期
間
中
、「
見
て
」「
聞
い
て
」「
触
れ
て
」
そ
し
て
「
味
わ
っ

て
」
町
の
産
業
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

○白鷹町の産業紹介　
　各産業のパネル展示、製品展示
○白鷹町の観光紹介と体験
　展示…小判、羽州川通絵図、最上川舟運関係資料
　販売…深山和紙製品、深山焼き、㈱伊勢半本店本紅
　体験（６日のみ）…本紅の紅差、和紙人形づくり
○愛の武将隊パフォーマンス（６日のみ）

（情報センター内）
▼３日、６日
○無料オリジナルＴシャツ作り（限定100人）
▼４日、５日
○無料オリジナルカレンダー作り

　産業フェアの企画として町内の産業施設見学会を
行います。お誘い合わせのうえ是非ご参加ください。

▼見学時間　午前9時～ 12時（午前8時50分集合）
▼見学場所　（株）ニクニ山形工場、（株）アムザック
　　　　　　　ＪＡ選果場、牛舎（酪農）
▼集合場所　白鷹町産業センター
▼募集人員　先着40人（参加費無料）
※白鷹町産業センターよりバスに乗り見学します。
※小学6年生までの児童が参加する場合は、保護者
　同伴で参加してください。
▼申込締切　10月21日（金）午後3時
■申込・問い合わせ
　白鷹町産業フェア2011実行委員会事務局
　・白鷹町商工会内／安部（☎85－0055）

▼売店・催事
○町内の農畜産物・加工食品の展示販売
○気仙沼・長岡市栃尾地域の特産品販売・振る舞い
○ペレットストーブ、ゴミ収集ボックスの展示・販売

主　　催　白鷹町産業フェア2011実行委員会
構成団体　白鷹町、白鷹町商工会、山形おきたま農業協同組合、山形県酪農業協同組合、白鷹町アルカディア財団、白鷹町観光協会、西置賜ふるさと森林組合

売店 催事 産業フ アの

○白鷹町の産業紹介

小　判 和紙人形

業施設見学会を
参加くださ

■ＪＡ白鷹グリーンセンター会場

■白鷹町産業センター会場

愛の武将隊

駐車場のご案内
　駐車は、JAしらたか支店前駐車場、あらと保育園駐車場、
白鷹町産業センター駐車場をご利用ください（駐車場　
からのシャトルバス等の運行計画はございません）。
※上記駐車場以外への駐車は、一般車両、付近住民の皆
　さんへの迷惑となりますのでご遠慮ください。
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平
成
22
年
度
は
、「
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
育
成
、
子
育
て
支
援
」
と
「
働
く
場
所
の
確
保

と
景
気
対
策
」
を
重
点
事
項
と
し
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
豪
雪
や
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
非
常
事

態
に
お
け
る
町
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
つ
い

て
積
極
的
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
お
け
る
決
算
は
、
歳
入
総
額
で
１

億
９
１
７
６
万
円
（
２
・
３
％
）、歳
出
総
額
で
２

億
７
４
７
９
万
円
（
３
・
５
％
）
前
年
度
を
下
回

る
結
果
と
な
り
、
収
支
差
引
５
億
６
７
２
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
、
町
が
自
主
的
に
収
入
す
る
こ

と
が
で
き
る
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
は
、
前
年
度

に
比
べ
約
９
８
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
や
地
方
交
付
税
、
地
方
譲

与
税
、
町
債
（
借
入
金
）
な
ど
の
依
存
財
源
は
、

約
９
４
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
そ
の
性
質
別
に
見
る
と
、

支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
任
意
に
削
減
で
き
な
い
義

務
的
経
費
は
、
人
件
費
が
約
６
０
０
万
円
の
減
、

扶
助
費
は
子
ど
も
手
当
や
医
療
費
の
増
加
に
よ
り

約
２
億
１
１
０
０
万
円
の
増
、
公
債
費
（
借
入
金

返
済
）
が
約
１
億
３
４
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
義
務
的
経
費
以
外
の
任
意
的
経
費
で
は
定

額
給
付
金
給
付
事
業
や
病
院
へ
の
繰
出
し
の
減
少

な
ど
に
よ
り
、
補
助
費
等
が
約
２
億
７
５
０
０
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
将
来
の
施
設
整

備
な
ど
に
対
す
る
財
源
確
保
の
た
め
に
、
公
共
施

設
整
備
基
金
と
財
政
調
整
基
金
に
、
合
わ
せ
て
３

億
２
０
０
０
万
円
の
積
立
て
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
方
債（
借
入
金
）
残
高
の
減
少
や
、基
金
（
預

貯
金
）
残
高
の
増
加
な
ど
、
財
政
の
健
全
化
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
歳
入
全
体
に
お
け
る
自
主
財
源

の
割
合
は
24
％
と
前
年
度
よ
り
０
・
６
％
下
回
り
、

交
付
税
や
補
助
金
な
ど
へ
の
依
存
度
が
高
く
、
町

の
財
政
は
決
し
て
安
定
し
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
自
主
財
源
の
確
保
が
大
き
な
課
題
で
す
。

　

地
方
財
政
全
体
が
厳
し
く
、
先
行
き
不
透
明
な

状
況
で
す
が
、安
心
・
安
全
な
く
ら
し
の
確
保
に
向

け
て
、
引
き
続
き
計
画
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
、

み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
税
金
を
活
か

し
て
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
※目的別の歳出については、「歳出を町民一人あたりで見てみると」を参照。
※「▲」はマイナス

人件費
12億   389万円
16.0％

補助費等
10億7,868万円
14.4％

投資的経費
6億3,163万円
8.4％

その他（積立金・
繰出金など
14億3,907万円
19.2％

公債費
12億8,771万円
17.1％
扶助費

8億2,157万円
10.9％

物件費
7億6,120万円
10.1％

維持補修費
2億9,026万円
3.9％

町税
11億6,622万円
14.6％

その他
（自主財源：繰越
金・諸収入など）
7億5,393万円
9.4％

国庫支出金
6億9,909万円
8.7％

町債
6億9,510万円
8.7％

地方交付税
39億6,625万円
49.4％

県支出金
4億3,041万円
5.4％

その他（依存財源：地方譲
与税・地方消費税交付金など）

3億   973万円
3.8％

※平成 22 年度末の町民一人あたり残高　36,404 円（前年比 +14,367 円）

6億円

5億円

1億円

3億円

18 年度 19 年度 20 年度 21 年度年度 年度 年度

5億 6,984 万円

1億 6,299 万円
1億 6,403 万円

2億　502 万円

22 年度

3億 4,840 万円
4億円

2億円

年度年度

基
金
と
は

　

町
の
預
貯
金
の
こ
と
で
す
。

財
源
不
足
に
備
え
る
た
め
の
財

政
調
整
基
金
の
よ
う
に
特
定
の

目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
る
も

の
（
積
立
基
金
）
の
ほ
か
、
特

定
目
的
の
た
め
に
定
額
の
資
金

を
運
用
す
る
た
め
の
も
の
（
定

額
運
用
基
金
）
が
あ
り
ま
す
。

110 億円

100 億円

90 億円

80 億円

70 億円
18 年度 19 年度 20 年度 21 年度8年度 9年度 0年度 21 年度

103 億 8,774 万円

94 億 2,453 万円
88 億 7,816 万円

※平成 22 年度末の町民一人あたり残高　501,351 円（前年比▲ 25,035 円）
22年度22 年度

83億 2,217 万円
78 億 4,765 万円
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　高齢者や障がい者への福祉増進に努めるとともに、保育所の
環境改善・機能強化、子育て支援拠点施設の整備運営に向けた
検討を開始しました。また、中学生までの医療費の自己負担を
無料とする「しらたか元気っ子事業」などを行いました。

　健（検）診事業をはじめとした健康づくり対策、妊婦さんの
通院支援としての「ニコニコマタニティライフ応援事業」など
の出産・子育て支援のほか、子宮頸がん予防ワクチン接種など
を行いました。また、ごみの減量化やエコドライブ普及員の養
成などを通し、地球環境保全・温暖化対策を推進しました。

　地域農業活性化センターによる農業者支援や遊休農地の解消
及び集落営農の推進などのほか、土地改良区の合併推進、松く
い虫防除事業などの実施による森林環境保全などに取り組みま
した。このほか、口蹄疫や猛暑、豪雪といった災害などの被害
に対する支援を行いました。

　経済不況が続く中で、工業では、金融対策や雇用維持支援、
受注拡大などに取り組みました。商業では、商工会のプレミア
ム商品券の発行や住宅改築等への給付金交付事業に対する補助
など、町内の消費拡大を支援しました。観光面では、観光４シ
ーズン化事業や、観光施設の整備などに取り組みました。

※町民一人あたりの金額は、平成23年3月31日現在の町の住民
基本台帳人口15,653人で割ったのものです。

　町道の改良や維持工事のほか、国・県道の幹線道路網の整備
に努めるとともに、冬期間の交通確保のため、老朽化した歩道
除雪機を更新しました。また、繰越事業として、四季の郷住宅
団地の整備を行いました。このほか、下水道特別会計への繰り
出しなどを行いました。

　学校教育では、「確かな学力・豊かな心・健やかな体」を育む
ためのさまざまな取り組みのほか、スクールバス車庫新築や学
校施設の整備を行いました。また、「荒砥高校をサポートする会」
を設立し、荒砥高校の存続に向けた取り組みを行いました。生
涯学習・スポーツでは、各種講座や大会を開催し、地域づくり
活動や生涯学習・生涯スポーツの推進に努めました。芸術文化
面では、「あゆーむ」において各種公演や展示などを実施し、多
くのみなさんに来場いただきました。

　建設事業などを行うために借り入れたお金の返済などに使わ
れました。新たな借入れについては「公債費負担適正化計画」
を策定し借入額の抑制に努めています。

　総務費では、町の第５次総合計画の基本計画の策定をはじめ
として、長井線やデマンド型交通システムなどの交通対策、交
通安全・防犯対策、財政調整基金の積立などを行いました。消
防費では、自主防災組織への支援のほか、消防第１分団の消防
ポンプ自動車、防火水槽などの施設整備を行いました。これら
のほか議会費、労働費、災害復旧費に使われました。

　町の財政状況について、一般家庭の家計に例えることは、多少の無理がありますので、あくまでイメージ
としてご紹介します。
◇実質赤字比率　　：１年間の家計に占める赤字の割合
◇連結実質赤字比率：２世帯住宅などの場合、それぞれの世帯の家計を合算した家族全体での１年間の家計
　　　　　　　　　　に占める赤字の割合
◇実質公債費比率　：年収に占めるローン返済額の割合
◇将来負担比率　　：ローン残高や生命保険の支払いなどが年収の何年分に相当するかを示した割合

　公営企業ごとに、資金の不足額が事業の規模に対してどれくらいの割合になっているかを示しています。
水道、町立病院、訪問看護ステーション、下水道、農業集落排水の全会計について、資金不足は発生してい
ないため比率はありません。

　

財
政
の
早
期
健
全
化

及
び
財
政
の
再
生
並
び

に
公
営
企
業
の
経
営
の

健
全
化
を
目
的
と
し
て

制
定
さ
れ
た
「
地
方
公

共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
り
、
健
全
化
判
断
比

率
及
び
資
金
不
足
比
率

に
つ
い
て
公
表
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
か
の
比
率
が

早
期
健
全
化
段
階
や
財

政
再
生
段
階
（
将
来
負

担
比
率
を
除
く
。）
の

基
準
値
以
上
に
な
っ
た

場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

法
で
定
め
ら
れ
た
計
画

の
策
定
を
行
い
、
財
政

の
健
全
化
を
図
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
平
成
22

年
度
決
算
に
基
づ
く
白

鷹
町
の
状
況
は
下
記
の

と
お
り
す
べ
て
基
準
を

下
回
り
ま
し
た
。
引
き

続
き
財
政
の
健
全
化
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

※
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ある家庭の１年間の収入（100）に当てはめると

収　入

支　出

100

その他の生活費
ローン返済額（実質公債費比率2.1ポイント改善）黒 字

これから払わなければならないローン残高など（将来負担比率19.8ポイント改善）

17.0

85.3

※イメージ

将来負担比率
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介護保険に関するご意見、お問い合わせ　健康福祉課介護保険係 ☎

◆介護保険によるサービスにかかったお金（介護保険給付費）の内訳

介護保険料に関するお問い合わせ　税務出納課町民税係 ☎
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特定
高齢者施策

特定高齢者を対象とする介護予防 健診（生活機能評価）の結果、介護が必要になるおそれの
高い高齢者（特定高齢者）と判定されたかたを対象に、生
活機能の改善のために通所サービスをご利用いただき、要
介護状態の予防、重度化防止、状態の改善を図りました。

一般
高齢者施策

すべての高齢者を対象とする介護予防
通所により、運動や交流などを行い、運動機能の向上、口
腔機能の向上、栄養の改善について学んでいただいたり実
践していただいたりしました。また、各地区で開催してい
ただいているいきいきサロンへの講師の派遣や補助を行い
ました。

任意事業

地域の実情に応じた独自のサービス 要介護高齢者を介護している家族を対象とした介護教室や
交流会、単身・高齢者夫婦世帯のかたへのホームヘルパー
の派遣、短期的な施設サービスを提供しました。また、一
人暮しの高齢者等に緊急のときに通報できる装置の設置、
おむつの支給、介護者への激励金の支給、認知症高齢者の
見守りネットワークづくりなどを行いました。

地域支援事業、要介護認定申請等に関するお問い合わせ　白鷹町地域包括支援センター ☎

◆白鷹町における高齢者の人数や要介護認定を受けたかたの人数など

※同じ月に自宅でのサービスと施設でのサービスの両方を利用されたかたもいるので、サービスの合計は一致しません。

◆地域支援事業費の内訳
　住み慣れた地域で元気に安心して生活できるように介護予防、介護者支援のために次の事業に取り組みました。
　平成23年度も引き続き実施しています。利用を希望される場合はご連絡ください。

平成 22年度 決　算

介護が必要な状態になったときの生活を支え合うしくみ

白鷹町介護保険特別会計の平成 22 年度決算をお知らせします
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家
庭
の
都
合
に
よ
り
、
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
状
態
に
あ
る

乳
幼
児
で
す
。

１
．
初
め
て
保
育
園
に
入
所
す
る
お
子
さ
ん
の
場
合
（
新
規
）

２
．
現
在
入
所
し
て
い
る
保
育
園
か
ら
ほ
か
の
保
育
園
へ
移
る

　

こ
と
を
希
望
す
る
場
合
（
転
園
）

　

１
．
と
同
じ
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．
現
在
入
所
し
て
い
る
保
育
園
で
引
き
続
き
保
育
を
希
望
す

　

る
場
合
（
継
続
）

　

今
回
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保
育
園
を
通
じ

「
世
帯
状
況
調
査
」
な
ど
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

保
護
者
の
所
得
状
況
と
児
童
の
年
齢
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
の
保
育
料
は
表
３
の
と
お
り
で
す
。

　

１
月
下
旬
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

（
こ
の
期
間
後
に
申
し
込
ま
れ
た
場
合
は
、
定
員
な
ど
の
都
合
に

よ
り
希
望
す
る
保
育
園
に
入
所
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

表１　募集内容と保育サービスの概要

※対象児童年齢は、平成24年４月１日現在のものとします。
※時間延長保育は、あらと保育園、よつば保育園は午前７時～８時30分、午後４時30分～７時、そのほかの保育園は午前７時30
　分～８時30分、午後４時30分（11月～３月は午後４時）～６時30分となります。
※障がい児保育は午前８時30分～午後４時30分（11月～３月は午後４時）となります。（時間延長保育は行っていません。）
※一時保育については、各施設の入所対象児童と同年齢の児童が対象となります。
　利用料金は、３歳未満児が４時間まで1,250円で４時間超が2,500円、３歳以上児が４時間まで1,100円で４時間超が2,200円
　です。
※時間延長保育と一時保育は、各保育園で随時申し込みを受け付けます。
※詳しくは各保育園、子育て支援係にお問い合わせください。
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●利用会員（子育てのお手伝いを受けたいかた）
　町内在住で、概ね小学校低学年以下の子どもの保護者
●協力会員（子育ての応援ができるかた）
　町内在住のかた
●両方会員
　利用会員と協力会員の両方を兼ねることもできます。

●保護者のやむを得ない事情により、子どもを預かる。

ファミリーサポートセンターとは

表２　申し込みの受付日時と場所

表３　平成23年度保育料（月額）

※１世帯から２人の児童が入所する場合は、第２子が半
　額に、３人以上が入所する場合は、第２子が半額、第
　３子以上が０円となります。

▼募集内容
　①随時募集　②平成24年度年間雇用臨時保育士
▼勤務地　①②とも町内の公立保育園
▼採用条件　保育士の資格を有するかた、
　または取得見込みのかた
▼賃金
　（平成23年度）　時給852円
▼提出書類　白鷹町臨時職員登録申請書
　＊総務課に準備しています。
　＊町ホームページからもダウンロードできます。
▼採用
　①入所児童数により職員定数に不足が生じた段階で随
　　時採用。
　②平成24年度入所児童数により採用人数決定。
▼雇用期間　採用から当該年度末まで。
＊書類を提出されたかたは「白鷹町日々雇用職員登録名
　簿」に登録され、必要に応じて名簿登録者の中から面
　接及び書類審査のうえ採用します（採用及び選考につ
　いては原則60歳未満のかたを優先的に行う予定です。
　名簿登録者全員が採用されるものではありません）。
■書類提出先　総務課総務係（☎85－6120）
■問い合わせ　健康福祉課子育て支援係（☎86－0212）

問い合わせ
健康福祉課子育て支援係

（健康福祉センター内・☎86－0212）

協力会員を募集しています。子どもと接するのが
大好きなかた、ご連絡をお待ちしています。

●保護者の出勤・出張など仕事の都合で子どもを預かる。
●保育園や学校までの送迎などを行う。
　　など ･･･

　援助を受けた後、利用会員が協力会員に支払います。

　活動中の事故に備えて、財団法人女性労働協会を保険
契約者とするファミリーサポートセンター補償保険に加
入します。

　
■問い合わせ
　健康福祉課子育て支援センター（☎86－0212）

受付日時
10 月 12 日（水）～ 31日（月）
午前９時～午後５時 15分

※土・日・祝祭日は除く。月曜日は夜７時まで。
受付場所

健康福祉課子育て支援係
（健康福祉センター内・☎ 86－ 0212）
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　９月23日、あゆーむで人気華道家假屋崎
省吾さんのデモンストレーションとトーク
ショーが行われました。自身の生い立ち
や花が持つ力、その素晴らしさなどを語り
ながら、あっという間に花を生ける姿は圧
巻でした。また、假屋崎さんからは「白鷹
は桜が有名なんだから、きれいな花が咲き
続くように守ってね。そしたら、来年また
こちらに来て１本ずつ古木を見て回りたい
わ」と、うれしい言葉もいただきました。

　９月27日、パレス松風で第14回白鷹町建
設業労働災害防止大会が行われました。大
会後は、ヒューマンメンタルヘルス研究所
の我妻淳一所長が「働き盛りのメンタルヘ
ルス」と題して講演を行い、心のストレス
を解消するには、常日頃から笑顔を心がけ
ることや「笑い、スキンシップ」が重要だ
と話されました。会場に集まったかたも大
声で笑ってみたりお互いに手を合わせてい
るうちに、自然と笑顔になっていました。

　９月17日、若鮎マラソンにゲストラン
ナーとして出場する猫ひろしさんのトーク
ショーがパレス松風で行われ、約100人の
ファンやランナーが駆け付けました。毎
日20㌔のトレーニングをしていることや、
走り始めたきっかけ、練習法や食生活につ
いて話してくれました。時折笑いも交えな
がらのトークでしたが、走ることについて
は真剣な表情で、参加した人に伝わりやす
く話されているのが印象的でした。

　９月26日、鮎貝小学校の５年生31人が田
んぼの学校で稲刈り体験を行いました。春
に自分たちで植えた稲を刈った児童は、「最
初は難しかったけど、慣れると楽しい」と
話していました。当日は地元のかたの指導
を受けながら、稲刈り、束ね、杭かけまで
を行いました。今後、鮎貝小では刈り取っ
たお米を使っておにぎりを握って食べる予
定とのことです。田んぼの学校（約10㌃）
はサンファームしらたか西側にあります。

地
域
の
歴
史
・
民
俗
学
講
座

【
高
岡
編
】
れ
ぽ
ー
と　

９
／
４

　

「
き
ゅ
う
り
を
食
べ
て
は
い
け

な
い
家
が
あ
る
！
？
」

　

そ
ん
な
〝
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
〞
と

も
い
う
べ
き
高
岡
地
区
を
め
ぐ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
最
上
川
対
岸
の

下
山
・
奥
山
龍
雄
氏
、
地
元
の
長

岡
源
弥
氏
と
「
黒
滝
会
」
に
所
属

す
る
両
名
の
道
先
案
内
に
よ
り
、

日
頃
な
ら
素
通
り
し
て
し
ま
う
よ

う
な
神
社
や
仏
閣
ま
で
高
岡
を
く

ま
な
く
ま
わ
り
、
先
人
が
長
年
に

わ
た
っ
て
築
い
て
き
た
歴
史
や
生

活
、
文
化
を
学
ぶ
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

　

昼
食
会
で
は
、
地
元
・
高
岡
の

皆
さ
ん
の
心
尽
く
し
の
手
料
理
も

堪
能
。
も
ち
ろ
ん
『
き
ゅ
う
り
』

も
美
味
で
し
た
。
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　９月19日、山口公民館で開催された敬
老会で、山形鉄道の野村社長から髙木区長
に、長井線開業当時（88年前）のレール
が寄贈されました。「山鉄の存続に協力でき
れば…」と、山口区が敬老会の弁当やまん
じゅうを山鉄に注文したのがきっかけで、
このような新たな支援の形に対して寄贈さ
れたものです。今後は、観光という分野
で、お互いが協力できるものがないか模索
していくということです。

　９月17日からの３日間、道の駅あゆ茶屋
で第35回白鷹鮎まつりが開催されました。
今年は開催前に好天が続き、ほとんど雨が
降らなかったことから、期間中ヤナにかか
る鮎はごくわずかでしたが、県内外から約
２万7000人のお客さまが来場。魚のつか
みどりなどのイベントを楽しんでいました。
また、のどか村では「しらたか工芸体験ま
つり」が同時開催され、体験コーナーは多
くの親子連れでにぎわっていました。

　10月１日、白鷹町営スキー場で、「おきた
ま森の感謝祭2011」が行われ、県議会議
員や置賜管内の関係者、緑の少年団など約
330人が参加しました。東日本大震災以降、
資源問題が叫ばれるなか、あらためて山
（森林）の恵みが見直されています。この
日は、子どもたちを中心に、丸太切りや木
工クラフトなどの体験、枝打ちロボットと
名人による実演などを通して、森や自然と
親しむ１日となりました。

　９月27日、役場正面玄関の観光ショー
ウィンドーが模様替えしました。「秋のア
ユ」を表現した作品は、荒砥高校美術部員
４人で２～３週間かけて制作されたそうで
す。アユがヤナ場にかかる様子を表現した
作品になっています。役場にお越しの際は
ぜひご覧ください。このショーウィンドー
は、東・西中と荒砥高校美術部によって１
年毎に担当しているもので、来年夏までは
荒砥高校が担当します。

九
月
場
所
も
躍
動
！

　

先
場
所
勝
ち
越
し
、
序
二
段
東

85
枚
目
と
な
っ
た
白
鷹
山
は
、
今

場
所
も
４
勝
３
敗
で
見
事
勝
ち
越

し
ま
し
た
。
来
場
所
の
活
躍
も
期

待
し
ま
す
。

　

が
ん
ば
れ
!!
白
鷹
山

白
鷹
山
の
コ
メ
ン
ト

「
今
場
所
も
勝
ち
越
す
事
が
出
来

ま
し
た
。
し
か
し
、
４
勝
１
敗
か

ら
の
連
敗
や
、
取
り
組
み
中
に
あ

ご
を
あ
げ
て
し
ま
っ
た
り
と
ま
だ

ま
だ
直
す
べ
き
所
も
た
く
さ
ん
見

つ
か
っ
た
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

　

勝
ち
越
し
て
か
ら
は
、
格
上
の

相
手
と
の
取
組
に
な
る
の
で
、
そ

れ
で
も
負
け
な
い
く
ら
い
、
来
場

所
は
力
を
付
け
て
頑
張
り
た
い
で

す
。」取組 星取 決まり手

初　日 ○ 寄り切り
４日目 ● 寄り切り
５日目 ○ 寄り切り
８日目 ○ 押し出し
10日目 ○ 押し倒し
11日目 ● 上手投げ
千秋楽 ● 寄り切り

　
　
　
　

大
相
撲
九
月
場
所

（
９
月
11
日
〜
25
日
）

白鷹山星取表 白は

く

鷹よ

う

山ざ

ん

情
報
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全選手の記録は町ホームページに掲載しています。
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盛
岡
短
歌
甲
子
園

（
第
６
回
全
国
高
校
生
短
歌
大
会
）

○
横
山
夏
帆
さ
ん
（
萩
野
）

○
海
老
名
縄
子
さ
ん
（
十
王
）

　

※
長
井
高
校
１
年

　

歌
人
・
石
川
硺
木
の
ふ
る
さ
と

岩
手
県
盛
岡
市
を
会
場
と
し
て

行
わ
れ
る
「
盛
岡
短
歌
甲
子
園
」。

８
月
19
〜
21
日
の
３
日
間
に
わ
た

る
大
会
に
お
い
て
、
長
井
高
校
文

芸
部
所
属
の
２
人
が
山
形
県
の
代

表
と
し
て
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

　

指
定
さ
れ
た
お
題
で
競
う
大
会

は
団
体
戦
と
個
人
戦
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

特
に
横
山
さ
ん
は
個
人
戦
の
部

で
決
勝
に
残
る
大
活
躍
。
惜
し
く

も
入
賞
は
逃
し
ま
し
た
が
、
女
子

高
校
生
ら
し
い
次
の
短
歌
で
堂
々

と
勝
負
し
て
き
ま
し
た
。

○
題
「
幹
」

　

　

今
回
は
、
文
化
部
門
２
つ
の
大
会
出
場
者
に

激
励
金
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

激

ふ
く
し
ま
総
文
・
合
唱
部
門

（
第
35
回
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
ふ
く
し
ま
大
会
）

長
井
高
校

○
馬
場　

瞳
さ
ん（
十
王
）　

３
年

○
佐
藤
光
穂
さ
ん（
十
王
）　

２
年

○
丸
川　

望
さ
ん（
横
田
尻
）２
年

米
沢
中
央
高
校

○
五
十
嵐
安
世
さ
ん（
高
玉
）３
年

○
佐
藤
由
佳
さ
ん（
高
玉
）　

３
年

○
小
林
佑
介
く
ん（
横
田
尻
） 

３
年

○
片
山
知
陽
く
ん（
高
玉
）　

３
年

○
木
口　

竜
く
ん（
高
玉
）　

３
年

○
五
十
嵐
悠
人
く
ん（
高
玉
）１
年

○
相
馬
彩
花
さ
ん（
鮎
貝
）　

１
年

　

全
国
38
校
の
出
場
に
よ
り
行
わ

れ
た
「
ふ
く
し
ま
総
文
・
合
唱
部

門
」
の
大
会
は
、
８
月
５
日
、
福

島
県
福
島
市
の
福
島
市
音
楽
堂
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

米
沢
中
央
高
、
米
沢
興
譲
館
高
、

米
沢
東
高
、
長
井
高
の
４
つ
の
高

校
で
結
成
さ
れ
、
総
勢
１
０
０
人

を
超
え
る
大
規
模
な
「
山
形
県
合

同
合
唱
団
（
混
声
）」
に
は
、
白

鷹
町
か
ら
は
米
沢
中
央
高
の
７
人

と
長
井
高
の
３
人
が
メ
ン
バ
ー
と

し
て
参
加
。
全
国
の
舞
台
で
、
山

形
県
の
代
表
と
し
て
堂
々
と
し
た

合
唱
を
披
露
し
て
き
ま
し
た
。

横山さん（左）と海老名さん

　

今
年
度
は
じ
め
て
の
取
り
組
み

と
な
る
「
し
ら
た
か
夢
未
来
発
掘

事
業
」
に
は
、
９
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
と
お
り
３
事
業
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
、
し

ら
た
か
夢
未
来
発
掘
事
業
審
査
委

員
会
に
お
い
て
、
公
開
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
（
９
月
16
日
（
金
）

開
催
）
に
よ
り
、
審
査
を
行
い
次

の
２
事
業
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

採
択
と
な
っ
た
２
事
業
に
つ
い

て
は
、
審
査
委
員
会
の
総
合
意
見

を
踏
ま
え
て
、
今
後
、
助
成
金
の

交
付
申
請
、
交
付
決
定
を
経
て
事

業
の
実
施
と
な
る
予
定
で
す
。

採択事業 グループ（代表者） 事業概要

しらたか若者
　コミュニティー

ネットワーク事業

しらたか若者
　コミュニティー

ネットワーク
（横山和浩）

情報交換ネットワークの構築と
イベントへの参加による交流機
会の創出などの若者支援

しらたか応援団育成塾
しらたか応援団（仮）

（清野隆博）

先進地視察や町内イベントへの
参加などの若者の育成塾開催に
よるしらたかマイスターづくり

プレゼンの様子

佐藤光さん

佐藤由さん

馬場さん 丸川さん

片山くん
五十嵐さん 相馬さん

木口くん 小林くん 五十嵐くん
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－

平
成
22
年
度
の
寄
付
状
況
及
び

　
　
　
　
　
　

平
成
23
年
度
募
集
の
お
知
ら
せ

－

●
全
国
か
ら
６
５
８
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

３
年
目
を
迎
え
た
「
白
鷹
町
ふ
る
さ
と
応
援
制
度
」
に
温
か
い
ご

支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
共
感
す
る
か
た
が
た
か
ら

の
寄
付
を
受
け
入
れ
、
寄
付
者
の
思
い
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
平
成
22
年
度
は
５
８
５
人
か
ら
６
５
８

万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
左
記
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

寄
付
金
の
使
い
道
は
、
以
下
の

　

事
業
に
対
し
活
用
さ
せ
て
い
た

　

だ
く
予
定
で
す
。

（
文
化
振
興
事
業
）

（
人
材
育
成
事
業
）

（
観
光
交
流
事
業
）

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
事
業
）

（
町
長
が
特
に
認
め
る
事
業
並
び

　

に
事
務
経
費
な
ど
）

　

①
所
得
税
と
②
住
民
税
の
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

①
所
得
税
の
控
除
額

　

寄
付
金
額
か
ら
２
０
０
０
円

（
一
律
）
を
差
し
引
い
た
額
に
、

所
得
税
率
を
か
け
た
金
額

　
　

　　
　

１
件　

５
０
０
０
円
〜

※
寄
付
金
額
に
上
限
は
あ
り
ま
せ

　

ん
が
、
税
制
上
の
控
除
額
に
は

　

限
度
が
あ
り
ま
す
。

　

　

町
特
産
品
を
お
贈
り
し
ま

　

す
。

（
米
沢
牛
、
お
米
、
り
ん
ご
、
ラ

・
フ
ラ
ン
ス
な
ど
）

※
特
典
は
、
寄
付
金
額
１
万
円
以

　

上
の
か
た
に
限
り
ま
す
。

　　

寄
付
さ
れ
る
か
た
は
、
寄
付
申

込
書
（
＊
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
役
場
に
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
提
出
後
、
寄
付
金
の
納

付
書
な
ど
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
入
金
方
法
で
寄
付
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

＊
寄
付
申
込
書
は
、
役
場
総
務
課

企
画
調
整
係
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
入
手
で
き
ま
す
（
ご
連
絡
い

た
だ
け
ば
町
外
に
お
住
ま
い
の
か

た
に
郵
送
も
行
い
ま
す
）。

◎寄付金の受け入れ状況

◎寄付金の活用状況

※

②
住
民
税
の
控
除
額

　

寄
付
い
た
だ
い
た
金
額
に
対
し

て
基
本
控
除
と
特
別
控
除
が
あ

り
、
そ
の
合
計
額
が
税
額
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
町

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

　

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

白鷹町ふるさと応援制度に関する窓口

■問い合わせ窓口
　総務課　企画調整係（☎85－6123）
■税の控除に関する窓口
　税務出納課　町民税係（☎85－6132）
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●税額
　宿泊した入湯客１人一泊につき　150円
　日帰りの入湯客１人一日につき　100円
●課税されない人
　12歳未満の人や、学校が教育活動として実施する
行事に参加する生徒などは課税されません。

   のまめ知識

■問い合わせ　
入湯税・電子申告…税務出納課町民税係　☎85－6132
都市計画税　　　…税務出納課資産税係　☎85－6133

　　　　　高齢者インフルエンザ予防接種のおしらせ
　町では、高齢者のかたと、満60歳から満64歳までの心臓・腎臓などに障がいがあるかたの希望者に、
インフルエンザ予防接種を行います。
①対象者　　
　○町内に住所がある満65歳以上（接種日現在）で接種を希望するかた
　○満60～ 64歳で心臓・腎臓などに障がいのあるかた（身体障害者手帳１級程度）で接種を希望するかた 
②申込方法　希望する医療機関にご相談ください。
③接種医療機関と期間・料金

　※医療機関によって、接種期間が異なる場合がありますので希望する医療機関にご相談ください。
●接種回数　１回　　　　　　　　　　

　　　　
■問い合わせ　健康福祉課　健康推進係（☎86－0210）
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■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　

（
☎
85

－

６
１
３
１
）

vol.17

　

ガ
ス
が
残
っ
た
ス
プ
レ
ー
缶
は

た
い
へ
ん
危
険
で
、
収
集
処
理
作

業
中
に
何
度
も
爆
発
や
火
災
事
故

な
ど
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。 

　

危
険
を
回
避
す
る
た
め
、
収
集

す
る
際
に
作
業
員
が
穴
を
確
認
し

て
か
ら
収
集
し
て
い
ま
す
が
、
小

さ
い
穴
だ
と
見
え
に
く
く
、
穴
が

確
認
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
、

取
り
置
き
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
缶
に

開
け
た
穴
の
周
り
を
マ
ジ
ッ
ク
で

囲
む
な
ど
、
印
を
付
け
て
い
た
だ

く
と
、
即
ガ
ス
抜
き
確
認
が
で
き

ま
す
の
で
、
お
手
数
を
お
か
け
し

ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
に

は
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
　

ス
プ
レ
ー
缶
を
不
燃
ご
み
に
出
す
時
に
は
、
使
い
切
っ
て
か
ら

必
ず
穴
を
あ
け
て
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

※
写
真
の
よ
う
に
、
穴
を
開
け
た
箇
所

　

が
分
か
る
よ
う
に
○
で
囲
み
ま
す
。

「
ガ
ラ
ス
び
ん
」
の
出
し
方 

　

集
積
所
の
コ
ン
テ
ナ
に
は
、
必
ず
横
に
寝
か
せ
て
入
れ
て
く
だ

さ
い
。
コ
ン
テ
ナ
を
重
ね
て
運
搬
す
る
た
め
、
一
升
瓶
な
ど
が
立

っ
た
ま
ま
の
も
の
が
、
作
業
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
お
い
て
、
破
損
し
た
配

管
か
ら
灯
油
約
７
０
０
０
㍑
が
流

出
し
、
そ
の
一
部
が
最
上
川
下
流

ま
で
到
達
す
る
と
い
う
大
規
模
な

油
流
出
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

油
が
い
っ
た
ん
流
れ
出
す
と
水

や
土
壌
の
環
境
汚
染
を
も
た
ら
す

ば
か
り
で
な
く
、
流
出
防
止
の
た

め
の
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
設
置
、
吸

着
マ
ッ
ト
に
よ
る
吸
い
取
り
、
汚

染
さ
れ
た
土
の
処
分
な
ど
、
大
掛

か
り
な
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
多
く
の
費
用
は
、
事

故
を
起
こ
し
た
原
因
者
が
責
任
を

持
っ
て
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
暖
房
機
器

を
使
う
機
会
が
増
え
ま
す
。
一
般

家
庭
や
事
業
所
の
ホ
ー
ム
タ
ン
ク

や
配
管
か
ら
灯
油
な
ど
の
油
類
が

漏
れ
出
し
、
河
川
な
ど
に
流
れ
出

す
ケ
ー
ス
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま

す
。
そ
の
多
く
が
人
為
的
ミ
ス
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
は
３
月
11
日
に

発
生
し
た
大
地
震
や
そ
の
後
の
余

震
の
影
響
に
よ
り
、
配
管
の
破
損

や
亀
裂
な
ど
が
生
じ
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

配
管
も
含
め
た
貯
油
施
設
全
体

に
つ
い
て
、
破
損
や
劣
化
が
な
い

か
を
点
検
し
、
油
流
出
事
故
の
未

然
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

（
☎
85

－

６
１
３
１
）

　
　

建
設
水
道
課
管
理
係

（
☎
85

－

６
１
４
０
）
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　10/12（水）～
　　10/21（金）

▼入居申し込みの流れ

▼入居者の資格（次の①～④のすべてに該当するかた）
　①子を持つ夫婦世帯で、お子さんが現在小学校就学前であること（１人以上）。
　②公営住宅法で定める基準に準じ、世帯の月額所得の合計が313,000円を超
　　えないこと。
　③自ら居住するために住宅を必要としていること。
　④市町村民税を滞納していないこと。
▼期限付入居
　一番下のお子さんが小学校を卒業する年の３月31日まで入居できます。
■申込・問い合わせ　建設水道課管理係（☎85－6140）

■家賃　２ＬＤＫ  78㎡（１戸）

　２子までを扶養するかた  35,000円
　３子以上を扶養するかた  30,000円

①募集期間 ②入居者の決定 ③入居可能日

▼募集戸数
　町外のかた１戸

▼所在地　鮎貝仮換地25街区（あゆーむ東隣）

中学校卒業前のお子さんをもつかたは申請をお忘れなく！

　　　 （平成23年10月分～平成24年３月分）

※10月分～１月分の手当は平成24年２月、２・３月分の手当は平成24年６月に支払われます。
※支給対象となるかたが変わる場合がありますので、詳しくはお問い合わせください。

　10月分からの子ども手当を受け取るためには、支給対象となるかたかどうか審査しますので、これまで受け取
っていたかたも含め、対象のお子さんを持つ全てのかたは町へ申請してください。（公務員のかたは勤務先へ）
　
※平成23年10月１日現在で支給要件に該当するかたについては、
　平成24年３月末までに申請すれば、10月分からの手当を受け取ることができます。

　次のかたは速やかに申請してください
　（３月末までに申請してもさかのぼって手当を受け取れません）

　※10月以降に他の市町村へ転居したかたは、転出した日（転出予定日）の翌日から、10月以降にお子さんが
　　生まれたかたは、お子さんが生まれた日の翌日から数えて15日を経過するまでに必ず申請してください。

■問い合わせ　健康福祉課子育て支援係（☎86－0210）　
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5,000

10,000
　　　　　　　

（☎
　

９
月
21
日
に
県
か
ら
平
成
23
年

度
地
価
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
が
、
本
町
に
関
す
る
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

届出の必要な取引
●売買
●交換
●営業譲渡
●譲渡担保
●代物弁済
●共有持分の譲渡
●地上権、賃借権の設定、譲渡
●予約完結権、買戻権などの譲渡



　　

21　

　

「
さ
つ
ま
い
も

　
　
ほ
る
ぞ
　
ほ
っ
た
ぞ

で
っ
か
い
ぞ
」

「
お
い
も
ほ
り

　
　
う
ん
と
こ
ひ
い
て

し
り
も
ち
つ
い
た
」

　

10
月
11
日
か
ら
20
日
の
10
日
間

は
、
全
国
地
域
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
27
日
、
長
井
警
察
署
長
が

役
場
を
訪
問
し
、
安
全
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
重

点
目
標
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
町
長
に

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
防
犯
意
識
を
高
め
、

犯
罪
や
事
故
の
な
い
生
活
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

ま
し
ょ
う

伝達されたメッセージ
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【
町
審
査
】
◆
入
　
選
　
作
　
品

平成23年度明るい選挙啓発ポスター入賞者

長谷川純音（東中２年）

馬場　　遥（東中３年）

安達　有夏（東中１年）

大滝　愛羅（鷹山小１年） 小林　世奈（荒砥小５年）

横山愛彩美（東中２年）

鈴木　玲林（東中１年）

衣袋　真希（東中２年）

入選された皆さん、おめでとうございます

大武　和生（荒砥小４年）

※
入
選
作
品
は
、
第
２
次
審
査
（
県
審
査
）
へ
推
薦
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
選
挙
管
理
委
員
が
決
ま

り
ま
し
た

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
９
月
定
例

議
会
に
お
い
て
、
次
の
４
人
の
か

た
が
選
挙
管
理
委
員
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

10
月
３
日
、
選
挙
管
理
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
委
員
長
と
職
務
代

理
者
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長　

竹
田
謙
一
氏（
荒
砥
甲
）

職
務
代
理
者

　
　
　
　

影
山
長
助
氏（
高
玉
）

委
員　
　

早
坂
明
美
氏（
箕
和
田
）

委
員　
　

竹
田
敏
恵
氏（
滝
野
）

※
任
期
は
10
月
１
日
か
ら
平
成
27

年
９
月
30
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

教
育
委
員
長
に
丸
川
氏
再
任

　

９
月
28
日
、
教
育
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
任
期
満
了
に
伴
う
委
員

長
選
挙
を
行
わ
れ
、
次
の
か
た
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長　

丸
川
惠
子
氏（
横
田
尻
）

職
務
代
理
者

　
　
　
　

吉
田
博
之
氏（
畔
藤
）

※
任
期
は
10
月
１
日
か
ら
１
年
間

で
す
。
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そ
の
よ
う
な
こ
と
を
繰
り
返
さ

　

な
い
た
め
、
次
の
よ
う
な
制
度

　

が
あ
り
ま
す

○
成
年
後
見
制
度

　

認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力
が
低

下
し
て
い
る
か
た
が
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

「
補
助
」「
保
佐
」「
後
見
」
の
三

種
あ
り
、
後
見
（
補
助
、
保
佐
）

人
は
本
人
の
判
断
能
力
に
よ
り
決

め
ら
れ
た
範
囲
内
で
、
本
人
が
後

見
（
補
助
、
保
佐
）
人
の
同
意
な

し
に
行
わ
れ
た
契
約
を
取
り
消
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
社
会
福
祉
協
議
会
の

　
　
　
　
　
　

権
利
擁
護
事
業

　

じ
っ
く
り
考
え
て
契
約
な
ど
の

判
断
が
で
き
る
高
齢
者
や
障
が
い

の
あ
る
か
た
が
利
用
で
き
ま
す
。

「
日
常
的
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
」

を
利
用
し
て
、
・
金
融
機
関
か
ら

年
金
や
生
活
費
の
引
き
出
し
・
公

共
料
金
な
ど
の
口
座
引
き
落
と
し

の
手
続
き
・
日
用
品
な
ど
の
購
入

代
金
の
支
払
い
手
続
き
・
そ
の
他
、

書
類
や
請
求
書
の
整
理
な
ど
を
お

手
伝
い
し
ま
す
。
ま
た
、
通
帳
や

印
鑑
の
管
理
が
難
し
く
な
っ
た
か

た
は
、「
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
」
を
利

用
し
て
管
理
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
ど
ち
ら
も
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

▼
い
つ　

10
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

不
要
な
高
額
商
品
を
購
入
し
て
し

ま
っ
た
ら
…

　

訪
問
販
売
な
ど
で
商
品
購
入
の

契
約
を
し
た
場
合
、
一
定
期
間
内

で
あ
れ
ば
無
条
件
で
解
約
で
き
る

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
期
間
を
過
ぎ
て

も
、
意
思
能
力
が
な
い
か
た
の

契
約
は
無
効
に
な
る
な
ど
、
契

約
を
取
り
消
し
に
で
き
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

町
民
課
く
ら
し
環
境
係
（
☎
85

－

６
１
３
１
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

十
月
二
十
五
日

十
一
月
二
十
五
日
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９月の町長交際費

　平成23年９月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。

■問い合わせ
　総務課総務係　☎85－6120

　白鷹町 PTA 連絡協議会では、全体で統一した取り組
みとして、各学期に１回「ノーテレビ・ノーゲームデ
ー」を設定しいます。
　この取り組みは、ただテレビを消したりゲームの時
間を減らすものではなく、家族のふれあいを目指すも
のです。（家族でレベルを選択し挑戦します）
▼２学期の統一日　10月26日（水）
▼内容
　レベル１　食事中はテレビやビデオを見ない
　レベル２　夜９時以降はテレビ・ビデオを見ない、
　　　　　　ゲームをしない
　レベル３　テレビやビデオ、ゲームは１日１時間まで
　レベル４　家に帰ってからテレビ・ビデオを見ない、
　　　　　　ゲームをしない
　レベル５　１日中テレビを見ない
※学校によっては毎月実施している学校もあります。
■実施主体　白鷹町ＰＴＡ連絡協議会

ＲＯ＊ＫＵフェスティバル開催♪

▼いつ　
▼どこで　
▼内容

▼参加料　

▼申込　
▼締切　
■問い合わせ　

（☎ ）

▼いつ　10月23日（日）
　午前10時～午後２時30分
▼会場と催し物
●荒砥駅
　①荒砥高校生の吹奏楽演奏
　②よさこいソーラン
　③フラダンス
　④よつば保育園和太鼓、あらと保育園学童合奏
　⑤ミニＳＬへの試乗

●長井駅
　・吹奏楽演奏、川窪大黒舞、よさこいソーランな
　どの演舞、ロボット相撲や２足歩行ロボット体験、
　モーターカー試乗
●宮内駅
　・錣泰山太鼓、子供みこし、うさぎちゃん大集合、
　レールスター（軌道自転車）の試乗
▼その他　各会場で各種売店が出店されます。
※当日は臨時列車の運行や終日ワンコインデイとし、
　全線片道一回100円でご乗車できます。
■問い合わせ
　山形鉄道株式会社（☎88－2002）
　総務課企画調整係（☎85－6123）

今年も『フラワー長井線まつり』が開催されます。
各会場特色あるイベントを企画し、皆さまをお待ちしております。

荒
砥
駅
会
場

ロ　ッ　ク
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▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
コ
ー
ナ
ー
紹
介　

午
前
10
時
〜
昼
12
時

・
親
子
ふ
れ
あ
い
体
操

・
歯
科
コ
ー
ナ
ー

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

・
げ
ん
き
弁
当
コ
ン
ク
ー
ル

・
か
い
も
ち
の
試
食　

・
体
力
測
定
、
骨
密
度
測
定

・
福
祉
施
設
売
店

午
後
１
時
30
〜
３
時

・
食
育
講
演
会（
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
）

　

講
師
×
健
康
づ
く
り
推
進
員

▼
そ
の
他　

げ
ん
き
弁
当
コ
ン
ク

ー
ル
と
親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
☎
86

－

０
２
１
０
）

○
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
い
つ　

11
月
30
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
ど
こ
で　

霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
３

階
大
会
議
室

▼
テ
ー
マ　

は
ぁ
〜
い
元
気
？

－

私
の
こ
こ
ろ
の
支
え

－

当
事
者

が
語
る

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

社
会
医

▼
内
容

○
い
き
い
き
元
気
っ
子
コ
ー
ナ
ー

○
手
打
ち
そ
ば
体
験

○
鷹
山
小
学
校
作
品
展

○
産
直
（
農
産
物
を
募
集
し
ま
す

　

の
で
、
希
望
者
は
10
月
18
日
ま

　

で
公
民
館
へ
連
絡
く
だ
さ
い
）

○
獅
子
舞
（
萩
野
、
滝
野
、
中
山

　

の
順
に
披
露
さ
れ
ま
す
。）

　

午
後
１
時
30
分
〜

▼
そ
の
他　

中
山
地
区
に
送
迎
の

バ
ス
を
１
台
用
意
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

鷹
山
地
区
公
民

館
（
☎
87

－

２
５
０
２
）

▼
い
つ　

10
月
16
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
45
分

▼
ど
こ
で　

白
鷹
陽
光
学
園
内

▼
内
容　

「
渚
よ
う
こ
」
と
「
き

の
こ
ー
ず
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
オ

カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト
、
模
擬
店
・

バ
ザ
ー
、
抽
選
会
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
陽
光
学
園

（
☎
85

－

３
０
３
０
）

▼
い
つ　

11
月
12
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

催　し

▼
い
つ　

10
月
26
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜

▼
ど
こ
で　

愛
染
峠
愛
染
明
王
堂

▼
そ
の
他　

午
前
８
時
30
分
に
役

場
前
か
ら
車
が
出
ま
す
。
乗
車
を

希
望
す
る
か
た
は
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
観
光
協

会
（
☎
86

－

０
０
８
６
）

▼
い
つ　

10
月
23
日
（
日
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
２
時
30
分

▼
ど
こ
で　

鷹
山
地
区
公
民
館

療
法
人
二
本
松
会
上
山
病
院　

臨

床
心
理
科
長　

佐
藤
秀
実　

氏

・
パ
ネ
リ
ス
ト　

山
形
県
精
神
障

が
い
者
団
体
連
合
会
会
員
当
事
者

の
み
な
さ
ん

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
お
ー

る
」
所
長　

髙
橋
吉
則　

氏

○
作
品
展

　

県
内
福
祉
施
設
の
か
た
が
作
っ

た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
展
示
期
間　

10
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
21
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
21
日
は
午
後
３
時
ま
で

▼
展
示
場
所　

長
井
郵
便
局

▼
そ
の
他　

ど
ち
ら
も
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

○
フ
ォ
ー
ラ
ム　

新
庄
明
和
病
院

（
☎
０
２
３
３

－

22

－

２
０
４
７
）

○
作
品
展　
　

川
記
念
病
院

（
☎
87

－

８
０
０
０
）

　

気
に
な
る
物
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？　

認
知
症
は
、
初
め
の
う

ち
は
加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
と
の
区

別
が
つ
き
に
く
い
病
気
で
す
。
認

知
症
の
早
期
発
見
早
期
治
療
の
た

め
の
専
門
医
に
よ
る
相
談
を
実
施

し
ま
す
。

▼
い
つ　

11
月
18
日
（
金
）

　

午
後
２
時
〜
４
時

（
予
約
制
３
人
ま
で
）

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

物
忘
れ
が
気
に
な
る
か

た
や
そ
の
家
族

▼
相
談
医　
　

川　

順　

氏
（　

川
記
念
病
院
院
長
）

▼
申
込
期
限　

11
月
11
日
（
金
）

ま
で

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福

祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

　

違
反
建
築
防
止
週
間
は
、
建
築

基
準
法
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
法

令
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
違
反
建
築

を
防
止
し
、
建
築
物
の
安
全
を
確

保
し
、
町
の
よ
り
良
い
環
境
を
つ

く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
合
支
庁
が
「
一
斉
公
開
建
築

パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
期
間　

10
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
17
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係
（
☎
85

－

６
１
４
０
）

おしらせ
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募　集

　

こ
れ
ま
で
、
閉
館
時
間
は
午
後

７
時
ま
で
で
し
た
が
、
10
月
か
ら

3
月
ま
で
の
冬
期
間
、
閉
館
時
間

が
午
後
６
時
に
な
り
ま
す
。
ご
利

用
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 　

大
人
た
ち
が
心
の
糧
と
し
て
き

た
図
書
な
ど
、
大
人
が
子
ど
も
に

す
す
め
た
い
、
読
ん
で
ほ
し
い
図

書
を
皆
さ
ん
か
ら
推
薦
い
た
だ
き
、

約
２
０
０
０
冊
購
入
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
推
薦
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

▼
推
薦
方
法　

図
書
館
へ
推
薦
す

る
図
書
名
、
著
者
名
及
び
出
版
社

を
、
電
子
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ッ
ク
ス

な
ど
で
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り　

10
月
26
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
・
推
薦
先

〒
９
９
２

－

０
８
９
２

町
立
図
書
館（
☎ 

85
－

２
１
１
１

内
線
６
２
０
）
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
☎ 

85

－

２
１
８
３
）

Ｅ
メ
ー
ル　

to
sh
o
@
so
.to
w
n
.

sh
irataka.yam

agata.jp

▼
採
用
職
種
・
人
員

　

事
務
職　

１
人

▼
採
用
予
定
日

　

平
成
24
年
４
月
１
日

▼
受
験
資
格

①
昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
か
た

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
奈
良
、

三
重
、
和
歌
山
３
県
に
お
け
る
台

風
災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
災
害
義
援
金
は
、
税
制

上
の
優
遇
措
置
（
所
得
税
及
び
住

民
税
の
寄
付
金
控
除
、
法
人
税
の

全
額
損
金
算
入
）
の
対
象
で
す
。

▼
受
付
期
間

奈
良
県
・
三
重
県

　

10
月
31
日
（
月
）
ま
で

和
歌
山
県

　

12
月
８
日
（
木
）
ま
で

▼
受
付
場
所　

日
赤
白
鷹
町
分
区

（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
問
い
合
わ
せ

　

事
務
局
／
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
86

－

０
１
１
１
）

　

東
日
本
大
震
災
に
対
し
ま
し
て

は
、
多
く
の
個
人
・
団
体
の
か
た

よ
り
義
援
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
（
震
災
発
生
か
ら
９

月
末
）
に
い
た
だ
い
た
義
援
金
の

合
計
は
、
１
０
８
万
９
６
０
８
円

で
す
。

義
援
金
を
い
た
だ
い
た
団
体

（
５
月
〜
９
月
末
の
期
間
）

○
白
鷹
町
役
場
Ｏ
Ｂ
会

○
東
部
１
町
内

○
愛
菜
館
出
荷
組
合

○
白
鷹
町
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会

○
白
鷹
町
勤
労
者
互
助
会

○
協
同
組
合
ゆ
〜
し
〜
る

※
な
お
、
義
援
金
の
受
付
期
間
が

　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
延
長

　

と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
皆

　

さ
ま
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

　

い
い
た
し
ま
す
。

■
受
付
場
所　

日
赤
白
鷹
町
分
区

（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

町
で
は
緊
急
的
な
金
融
対
策
と

し
て
利
子
補
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
当
該
事
業
の
取
扱
期
間

が
来
年
３
月
30
日
ま
で
延
長
さ
れ

ま
す
。

　

事
業
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
広

報
し
ら
た
か
９
月
号
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

産
業
振
興
課
商
工
振
興
係

（
☎
85

－

６
１
３
６
）

（「
法
の
日
」
週
間
行
事
）

▼
い
つ　

10
月
27
日
（
木
）　

　

午
後
１
時
10
分
〜
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

山
形
地
方
・
家
庭
裁

判
所
米
沢
支
部

▼
内
容　

刑
事
裁
判
傍
聴
、
裁
判

手
続
説
明
、
裁
判
員
制
度
ビ
デ
オ

視
聴
、
裁
判
員
制
度
説
明
及
び
庁

舎
内
見
学
な
ど

▼
定
員　

予
約
受
付
順
に
30
人

▼
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
土
日
及
び

祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
地

方
裁
判
所
米
沢
支
部
庶
務
課
（
☎

０
２
３
８

－

22

－

２
１
６
５
）

　

学
校
の
「
保
健
室
」
の
よ
う
に
、

心
や
身
体
に
つ
い
て
、
気
に
な
る

こ
と
や
悩
み
を
気
軽
に
相
談
で
き

る
場
所
が
「
ま
ち
の
保
健
室
」
で

す
。
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

10
月
29
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▼
ど
こ
で　

道
の
駅
い
い
で　

「
め
ざ
み
の
里
」
観
光
物
産
館

▼
内
容　

①
健
康
相
談
（
血
圧
測
定
・
体
脂

　

肪
測
定
・
骨
密
度
測
定
等
）

②
介
護
・
育
児
相
談

▼
主
催　

山
形
県
看
護
協
会
置
賜

支
部

■
問
い
合
わ
せ　

三
友
堂
リ
ハ
ビ

リ
セ
ン
タ
ー
病
院
／
三
好
（
☎
０

２
３
８

－

21

－

８
０
０
０
）　　

公
立
置
賜
総
合
病
院
／
多
田
（
☎

０
２
３
８

－

46

－

５
０
０
０
）
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広告

②
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か

　

た
○
４
年
制
大
学
を
卒
業
し
た
か
た

○
福
祉
関
係
の
短
大
ま
た
は
専
門

　

学
校
を
卒
業
し
た
か
た

※
平
成
24
年
３
月
31
日
卒
業
見
込
可

○
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る

　

か
た
（
受
験
資
格
者
含
む
）

③
普
通
自
動
車
運
転
免
許
所
有
者

（
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
取

　

得
見
込
可
）

④
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か

　

た
は
受
験
で
き
ま
せ
ん

▼
申
込
期
限　

10
月
21
日
（
金
）

　

午
後
４
時
30
分

※
土
日
・
祝
日
は
除
く

▼
試
験
日　

11
月
４
日
（
金
）

　

午
後
２
時

※
受
験
手
続
き
・
方
法
な
ど
詳
し

　

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
社
会
福

祉
協
議
会
／
総
務
企
画
部
（
☎

０
２
３

－

６
２
２

－

５
８
０
５
）

▼
採
用
職
種
・
人
員

　

一
般
事
務　

若
干
名

▼
採
用
予
定
日

　

平
成
24
年
４
月
１
日

▼
受
験
資
格

①
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　

れ
で
高
卒
（
平
成
24
年
３
月
ま

　

で
に
卒
業
見
込
み
の
か
た
）
以

　

上
の
学
歴
を
有
す
る
か
た

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す

　

る
か
た
（
オ
ー
ト
マ
車
限
定
で

　

な
い
こ
と
）

③
白
鷹
町
、
長
井
市
、
飯
豊
町
の

　

い
ず
れ
か
に
居
住
し
て
い
る
か

　

た
、
ま
た
は
居
住
予
定
の
か
た

▼
受
付
期
間　

10
月
20
日
（
木
）

〜
31
日
（
月
）
必
着

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時　

　

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
試
験
日　

11
月
13
日
（
日
）

▼
試
験
会
場　

西
置
賜
ふ
る
さ
と

森
林
組
合

▼
試
験
内
容　

作
文
・
面
接

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜

ふ
る
さ
と
森
林
組
合
総
務
課
（
☎

86

－

２
３
１
０
）

○
デ
ジ
カ
メ
で
写
真
付
ハ
ガ
キ
作

成
コ
ー
ス

▼
期
間　

10
月
17
日
（
月
）・
19

日
（
水
）・
21
日
（
金
）
の
３
日

間
×
２
時
間
の
計
６
時
間

▼
時
間

昼
コ
ー
ス
（
午
後
２
時
〜
４
時
）

夜
コ
ー
ス
（
午
後
７
時
〜
９
時
）

▼
料
金　

テ
キ
ス
ト
代
１
５
０
０
円

▼
対
象　

デ
ジ
カ
メ
を
持
参
で
き

る
か
た

○
パ
ソ
コ
ン
入
門
コ
ー
ス

　

文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
操
作
な
ど

を
遊
び
感
覚
で
学
び
ま
す

▼
期
間　

10
月
25
日
（
火
）・
27

日
（
木
）
の
２
日
間
×
２
時
間
の

計
４
時
間

▼
時
間

昼
コ
ー
ス
（
午
後
２
時
〜
４
時
）

夜
コ
ー
ス
（
午
後
７
時
〜
９
時
）

▼
料
金　

無
料

▼
定
員　

各
10
人

▼
場
所　

町
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

（
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹
内
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町

総
合
情
報
セ
ン
タ
ー　

担
当
／
小

松
・
齋
藤
（
☎
86

－

０
０
０
１
）

　

澄
ん
だ
秋
の
空
気
を
胸
い
っ
ぱ

い
吸
い
込
み
、
爽
や
か
な
１
日
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

▼
い
つ　

10
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
集
合

▼
集
合
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
コ
ー
ス　

貝
生
方
面
農
免
コ
ー
ス

▼
そ
の
他　

申
し
込
み
、
参
加
費

は
不
要
。
水
分
や
軽
食
（
朝
食
）

な
ど
体
調
に
合
わ
せ
必
要
な
物
を

ご
準
備
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会
議
事
務

局
／
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
☎
86

－

０
２
１
０
）

▼
い
つ　

12
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜

▼
ど
こ
で　

東
中
学
校
体
育
館

▼
種
目

①
団
体
戦

②
シ
ン
グ
ル
ス
（
男
子
、
女
子
、

中
学
、
小
学
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
）

③
ダ
ブ
ル
ス
（
男
子
、
女
子
、
混

合
）

▼
参
加
料

○
個
人
戦

　

１
人
１
種
目
１
０
０
円

▼
申
込
締
切　

11
月
18
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
内

／
衣
袋
（
☎
85

－

６
１
３
４
）



住所　　 氏　　名 年齢
大　瀬　五十公野　民　男　94
山　口　伊　藤　よしの　85
高　玉　五十嵐　や　す　90
高　玉　長谷部　昌　太　86
畔　藤　鈴　木　み　ね　86
荒砥甲　伊　藤　光　雄　92
荒砥甲　鈴　木　惣　三　77
荒砥甲　渋　谷　こ　う　81
山　口　石　川　美智子　84
荒砥甲　髙　山　はつゑ　90
横田尻　丸　川　八　重　91
荒砥甲　鈴　木　ふじよ　94
荒砥乙　保　科　武　次　81
荒砥乙　中　村　健　二　69
横田尻　髙　木　ふく　　98
十　王　南　波　よ　し　86
高　玉　梅　津　き　み　83
鮎　貝　小　口　み　つ　81
広　野　黒　沼　　淳　　80
広　野　安　部　君　子　68
荒砥甲　大　宮　喜　代　83
中　山　髙　橋　長太郎　92

十　王 松野 裕　優 千
ち

　穂
ほ

琴　美

鮎　貝 小林 賢　作 涼
す

　々
ず

愛　子

十　王 竹田 大　祐 琉
る

　翔
か

奈　央

鮎　貝 梅津 健　二 明
あ

日
す

翔
と

美紗子

高　玉 佐藤 充 統
とう

　真
ま

里　実

畔　藤 横山 和　則 陽
ひ

　菜
な

真知子

荒砥乙 小林 徹 聖
まさ

　來
き

彩

荒砥乙 小林 徹 未
み

　來
く

彩

十　王 小笠原 正 杏
あん

亜矢子

荒砥乙 横澤 和　弥 結
ゆ

　愛
あ

奈　々

No.1074
2011-10

-12

　　氏　　　名　　　 住所

（原　田　　明　　　十　王
真　鍋　志　穂　　福岡県

（小　形　　充　　　浅　立
髙　橋　智　美　　新潟県

（髙　橋　　貢　　　長井市
佐　　　亜矢子　　高　玉

グリーンバジャー    サッカー（代表　梅津 賢二さん）
◆
結
成
時
期
は
？

◆
名
前
の
由
来
は
？

◆
メ
ン
バ
ー
構
成
は
？

◆
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？

◆
活
動
の
内
容
は
？

◆
い
つ
練
習
し
て
い
る
の
？

◆
活
動
し
て
い
て
楽
し
い
こ
と
は
？

◆
最
後
に
ひ
と
言

☎

VOL.22
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